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議
　

員
　

子
供
た
ち
の
ス
ポ

ー
ツ
、
文
化
部
門
に
助
成
す

る
た
め
の
基
金
を
つ
く
る
こ

と
は
す
ば
ら
し
い
取
り
組
み

で
あ
る
と
思
う
。
今
回
創
設

さ
れ
た
「
子
ど
も
夢
チ
ャ
レ

ン
ジ
基
金
」
の
具
体
的
な
運

用
方
法
は
。

教
育
部
長
　

当
該
基
金
は
、

市
内
小
中
学
校
や
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
等
の
団
体
に
所
属

し
、
市
内
に
住
所
が
あ
る
子

供
た
ち
を
対
象
に
、
全
国
大

会
や
東
北
大
会
に
出
場
す
る

場
合
の
経
費
の
一
部
を
補
助

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

交
付
基
準
は
、
中
体
連
や

小
中
学
校
の
吹
奏
楽
、
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
は
、
そ
の
大
会

に
係
る
交
通
費
と
宿
泊
費
の

合
計
額
の
三
分
の
一
を
補
助

し
、
開
催
地
や
団
体
、
個

人
に
よ
り
上
限
を
設
定
す

る
。
全
国
大
会
は
、
団
体
で

五
十
万
円
、個
人
で
二
万
円
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
小
中
学

校
の
吹
奏
楽
、
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
以
外
の
文
化
活
動
等

の
全
国
大
会
は
、
開
催
地
に

よ
り
定
額
補
助
と
し
、
全
国

大
会
は
団
体
で
十
万
円
、
個

人
で
一
万
円
。
た
だ
し
、
い

ず
れ
も
全
国
大
会
が
東
北
各

県
で
開
催
さ
れ
た
場
合
は
、

東
北
大
会
の
基
準
と
な
る
。

引
き
上
げ
、
介
護
給
付
の
見

直
し
等
に
よ
り
月
額
約
七
百

円
程
度
の
引
き
上
げ
見
込
み

を
提
示
し
て
い
る
。

　

当
市
の
現
状
は
、
有
料
老

人
ホ
ー
ム
、
高
齢
者
専
用
賃

貸
住
宅
が
平
成
二
十
一
年

十
二
月
の
四
百
四
十
八
床
か

ら
平
成
二
十
二
年
十
二
月
に

は
四
百
七
十
五
床
に
増
加
し

て
い
る
。
在
宅
介
護
受
給
者

が
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入
所
す

る
こ
と
に
よ
り
、訪
問
介
護
、

訪
問
看
護
等
の
居
宅
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
度
が
高
く
な
る
こ

と
が
介
護
保
険
料
引
き
上
げ

の
一
つ
の
要
因
に
な
る
と
見

込
ん
で
い
る
。
こ
の
た
め
平

成
二
十
四
年
度
か
ら
の
第
五

期
介
護
保
険
料
は
、
今
後
国

や
県
の
動
向
を
見
極
め
な
が

ら
、
当
市
の
高
齢
者
人
口
や

要
介
護
認
定
者
数
の
推
移
、

給
付
実
績
等
の
分
析
を
綿
密

に
行
い
、定
め
て
い
き
た
い
。
＊１　ＴＰＰ：環太平洋連携協定の略称。太平洋での自由貿易圏の構築を目指す環太平洋パ－トナシップのことで、物品貿易についての  
　　　関税を完全に撤廃することが原則となっている。

ベ
ッ
ド
数
の
削
減
は
可
能
か
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第
一
回
定
例
会
は
、
14
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
上
、
各
議
員
が
指
定
し
た
質
問
と
そ
の
答
弁
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
十
和
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一

般 

質

 

問

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
す
る
市
の
方
針

の
さ
ら
な
る
ア
ピ
ー
ル
を

議
　

員
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
と
対
応
は
。

市
　

長
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
農
業
を

含
む
二
十
四
項
目
に
影
響
が

あ
り
、
農
業
を
基
幹
産
業
と

す
る
当
市
で
は
、
関
連
産
業

を
含
め
計
り
知
れ
な
い
打
撃

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
強

く
心
配
し
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
国
の
責
任
で
国
際
化
に

対
応
で
き
る
競
争
力
の
強
化

に
向
け
た
明
確
な
農
業
の
将

来
展
望
の
策
定
や
、
実
効
性

の
あ
る
効
果
的
な
具
体
策
を

示
す
こ
と
が
先
決
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
拙
速
な
判
断

で
は
な
く
、
国
民
間
で
の
十

分
な
議
論
が
な
い
ま
ま
、
な

し
崩
し
的
に
交
渉
参
加
を
決

定
す
る
こ
と
に
は
反
対
の
立

場
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

ま
た
、
こ
の
旨
は
県
市
長
会

及
び
東
北
市
長
会
を
通
じ
て

昨
年
十
二
月
に
要
望
し
て
い

る
。

　

今
後
も
国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
当
市
の
農
業
振

興
に
つ
な
が
る
対
処
等
を
要

望
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
今
後
高
齢
者
が
さ

ら
に
多
く
な
り
、
痴
呆
や
が

ん
が
ふ
え
る
た
め
、
別
館
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
科
病
棟
や

緩
和
ケ
ア
病
棟
の
必
要
性
が

さ
ら
に
増
し
て
く
る
と
思
わ

れ
る
。

今
後
の
介
護
保
険
料
は

議
　

員
　

今
後
の
介
護
保
険

料
の
見
通
し
は
ど
う
な
る
か
。

市
　

長
　

厚
生
労
働
省
は
平

成
二
十
四
年
度
か
ら
の
第
五

期
介
護
保
険
料
を
高
齢
化
に

よ
る
自
然
増
、
介
護
報
酬
の

議
　

員
　

医
師
の
増
員
見
込

み
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
ベ
ッ
ド
数
の
削
減

は
可
能
か
。

病
院
事
業
管
理
者
　

平
成
二

十
三
年
度
は
初
期
研
修
医
を

六
名
採
用
す
る
予
定
で
、
平

成
二
十
二
年
度
よ
り
二
名
ふ

え
る
。
そ
の
ほ
か
の
医
師
は

現
在
交
渉
中
で
あ
り
、
医
師

確
保
に
向
け
て
の
努
力
を
今

後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
。

病
院
事
務
局
長
　

現
在
一
般

病
床
は
三
百
二
十
五
床
の
う

ち
、
本
館
に
は
三
百
十
五
床

あ
る
が
、
入
院
患
者
数
の
増

減
や
緊
急
時
の
対
応
も
あ
る

こ
と
か
ら
一
般
病
床
へ
の
入

院
患
者
を
一
日
平
均
二
百
六

十
人
程
度
と
し
て
い
る
。
こ

れ
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に

は
、
本
館
の
リ
カ
バ
リ
ー
室

八
床
、
救
急
病
床
五
床
を
含

め
て
現
状
規
模
の
病
床
数
が

必
要
な
た
め
、
ベ
ッ
ド
数
削

減
は
考
え
て
い
な
い
。

中央病院の総合受付

全力でプレーする選手
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